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当社グループのパーパス
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当社グループの歩み

1902年 日本最初の相互会社として第一生命保険設立

2007年～ 東南アジアを皮切りに海外展開を開始

2010年 株式会社化し東京証券取引所に上場

創業者 矢野恒太

2016年 持株体制へ移行し第一生命ホールディングスへ
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国内

さまざまな商品ラインナップ

と販売チャネルによって、多

様化するお客さまニーズに対

応するマルチブランド・マル

チチャネル体制を確立

第一生命 第一フロンディア生命 ネオファースト生命
第一スマート
少額短期保険

海外

安定した成熟マーケットから、

成長ポテンシャルの高い新興

マーケットまで、世界9か国

で事業を展開

プロテクティブ
(米国)

TAL
(オーストラリア) (ベトナム)

(インド) (インドネシア) (タイ)

非保険領域

サステナブルな成長を支える

アセットマネジメント事業と

新規事業領域

第一生命リアルティ
アセットマネジメント

(1902年創業) （2006年創業） （2014年創業） (2020年創業)

(2015～) (2011～) (2007～)

(2019～) (2020～) (2007～) (2013～) (2008～)

(ミャンマー)

(2016～共同運営) (2019創業)

(カンボジア)

バーテックス・インベストメント・
ソリューションズ

(2022創業)

アセットマネジメントOne

アイペット

(2023～)

第一生命ミャンマー

第一生命ベトナム

第一生命カンボジア

パートナーズライフ
（ニュージーランド)

(2022～)

スター・ユニオン・第一ライフ パニン・第一ライフ オーシャンライフ

グループ会社

ベネフィット・ワン

(2024～)
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日本の
保険業界の未来を
リードする存在

グローバル
トップティアに

伍する保険グループ

2030年度に目指す姿
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2030年度に
目指す姿2024年度

次期中期経営計画

2026年度

新中期経営計画
2024-2026年度 グローバルトップティアに伍する保険グループ

日本の保険業界の未来をリードする存在

新たなビジネスモデル構築・
企業文化の変革

企業価値の向上

目指す姿に向けた挑戦
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• 企業文化の変革

• 資本コストの低減

• 資本効率の向上

• 事業領域の拡大価値観の多様化

ニーズの細分化

環境変化

当社株式に対する市場評価
（割安な株価バリエーション）

課題認識

目指す姿に向けた２つの挑戦

ビジネスモデル構築と企業文化の変革

現状 2030年に目指す姿

企業価値の向上

［現中計期間の取組み］

保障中心の
保険業

保険サービス業
への進化

資本効率 < 資本コスト

資本コストを
安定的に上回る
資本効率の実現

１

2
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日本国内における取組み
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日本国内における取組み
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商品開発・運用機能等の強化を通じた預り資産の拡大

iDeCo/

iDeCo+

NISA

終身保険

学資保険

個人年金

(DFL商品含む)

FY21 FY22 FY23 FY26

14兆円

11.6

9.1 9.５

DFL

預り資産目標

資産形成・承継・相続アドバイザー

日本国内における取組み

◼ 保険販売が中心であった対面チャネルで、保障と資産
形成・承継の一体コンサルが可能な人財育成を加速

⇒ 2026年度末に1,700名規模
(既存の生涯設計デザイナーとは異なる人財)
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当社グループの

運用機能の強化

Dai-ichi Life

Reinsurance Bermuda

など

.

.

幅広いアセットの運用能力に強み

クオンツ運用に強み

プライベート・デット

領域に強み

不動産運用に強み

当社グループのアセットマネジメント機能

グループ外の

資金取り込み

特定領域に強みを持ったアセマネ機能をさらに拡充

アセットマネジメント機能の強化
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ベネフィット・ワン

介護

外食

旅行

教育

医療

健康

メンタ
ルケア

資産
形成

保険

エンタメ

140万件以上のサービスを優待価格で利用できる総合福利厚生

サービス。 従業員満足度の向上や健康経営、スキルアップの

促進を支援。導入企業は約16,000団体、会員数は約1,100万人。

Well-beingサービスを提供する社会インフラとして

ベネフィットステーションの活用

プラットフォーム会員数の拡大

プラットフォームサービス・機能の拡充

ベネフィット・ワンとのシナジー

×
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当社グループのマーケットシェア

国内

No.2

シェア: 13.5%

Share: 12.3%

4位

ベトナム オーストラ
リア
#1

Share: 33.6%

13位
USD 993.7bn

米国

ニュージーラン
ド
#2

Share: 17.8%

日本を含む10か国でグローバルに事業を展開

ミャンマーカンボジア

6位 7位

9位14位11位

（保険料等収入+その他収入
におけるシェア）

* Domestic group companies’ total
Source: Based on company disclosures

In-force policies annualized
net premiums

(Protection market)

Source: “Plan For Life”

Amount of life insurance
policies in force

Source: S&P Global Market Intelligence

In-force policies annualized
net premiums

Source: FSC Insurance Market Statistics

Premium income

Source: Vietnam Life Insurance Association

First-year premiums

Source: Insurance Association of Cambodia

New Business ANP

Source: Myanmar Insurance Association

New business premiums

Source: IRDAJ

Premiums

Source: Indonesian Life Insurance Association

Premiums

Source: Thai Life Assurance Association

インド インドネシア タイ

2024年統合報告書（日
本語）の画像を張る
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安定
市場

成長
市場

アーリー
ステージ

豪州 米国

ベトナム タイ インド インドネシア

ニュージーランド

R&D
投資

海外保険事業

修正利益(1)

グループ修正利益に占める

海外保険事業占率(1)

インド

28%

30%
(予想)

40%
（目標）

50%
（目標）

1,025億円
(予想)

英国 897億円(1)

‘07 ‘08 ‘09 ‘13 ‘15 ‘19 ‘20 ‘22 ‘23 ‘26 ‘30’24

カンボジア

ミャンマー

海外事業展開の歩み

海外の利益割合を2026年度に40%（1,600億円）、2030年度に50％を目指す
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直近
（2023年度）

3,193億円 海外保険

50％

国内保険

40％

今中計末
(2026年度目標)

グループ修正利益

4,000億円

6,000億円

水準

目指す姿(2030年度)

10％数％

国内保険

～60％

海外保険

40％
海外保険

30％

国内保険
～70％

非保険領域非保険領域

新たなビジネスモデル構築に向けた挑戦

福利厚生受託事業
アセット

マネジメント事業
健康・医療事業

生命保険事業

グループ修正利益の事業領域別内訳の推移

非保険領域

19



20

CXO体制を拡充し、外国籍を含む専門性の高い外部人財を登用

CEO 菊田 徹也
（Chief Executive Officer）

CFO 西村 泰介
（Chief Financial Officer）

CCXO (Japan) 北堀 貴子
（Chief Customer Experience Officer）

CDAO フィゲン・ウルゲン
（Chief Data and AI Officer）

CHRO 沼田 陽太郎
（Chief Human Resources Officer）

CRO 大橋 秀行
（Chief Risk Officer）

CSuO 曽我野 秀彦
（Chief Sustainability Officer）

CCmO 和田 京子
（Chief Communications Officer）

CCpO 幸津 ウェブスター
（Chief Compliance Officer）

CIAO 庄子 浩
（Chief Internal Audit Officer）

CDO スティーブン・バーナム
（Chief Digital Officer）

CIO スティーブン・バーナム
（Chief Information Officer）

CXO体制

2022年度

＜設置開始＞

2023年度

＜大幅拡充＞

2024年度

＜更に拡大＞

2023年度 新規採用社員

新卒採用

キャリア
採用

= 社外出身 = 社内出身

経営体制

新規採用社員の内、約4割がキャリア採用社員採用

企業文化変革に向けた挑戦：経営体制・外部人財の登用

※基幹総合職141名
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組織能力の強化を地盤として、グループのデジタルイノベーションに向けた取組みを加速

IT人財事業活動
の変革

生産性の
向上

技術開発 グループ
体制

CDO (Chief Digital Officer)

CIO (Chief Information Officer)

スティーブン・
バーナム

CDAO(Chief Data and AI Officer)
フィゲン・
ウルゲン

企業文化変革に向けた挑戦：IT・デジタル取組み

外部の専門人財の登用による組織能力の強化

第一生命保険でのIT/DX領域取組み

「お客さまコンサルティング強化」に向けた
AIアバターの開発
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企業価値向上への挑戦

保有契約価値

修正純資産

資産の含み益等

負債中の内部留保

貸借対照表の純資産

生命保険会社 EV（エンベディット・バリュー）

長期の保険契約から

将来に利益が発生する特性

将来見込まれる利益を現時点の価値として計算

適正な株価を判断する際の指標の一つ

満期新契約
獲得

損失

利益 利益 利益 利益１年目

２年目 ３年目 ９年目 10年目

決算日

保有契約価値

将来利益の見積額

決算日時点まで割り引き

現在の株価EV倍率は約0.4倍程度

欧米の大手保険グループの水準を下回る

（イメージ）

（契約の終了）
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資本コストを安定的に上回る資本効率の実現

資本コスト
現在

資金の出し手が企業に対して求める期待リターン

資本の出し手の期待 事業によるリターン

2026年度 資本の出し手の期待 事業によるリターン

事業によるリターンが期待リターンを逆転することで、株価を大幅に改善

企業価値向上への挑戦
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財務・バランスシートのリスクを抑制し資本コストを低減

資本コスト

リスク削減を強力に推進

目標5,600億円のところ

7,062億円の削減を達成10％ 9％

2020年度 2023年度

更なるリスク削減に向け

国内株式1.2兆円を売却9％ 8％

2023年度 2026年度

第一生命保険保有の国内株式を売却することで
金融市場に関連するリスクを抑制

企業価値向上への挑戦：資本コストを安定的に上回る資本効率の実現

25



26

グループ修正利益を引き上げ資本効率を改善

利益目標の達成

により実現8.2％ 10％超

2023年度 2026年度

直近の実績から

一段高い利益水準へ
持続的に成長3,193億円 4,000億円

2023年度 2026年度

グループ修正利益

資本効率

修正ROE

企業価値向上への挑戦：資本コストを安定的に上回る資本効率の実現

修正ROE

グループ修正利益

自己資本
＝ 修正ROEの分子となる

グループ修正利益を引き上げ
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グループ修正利益を引き上げ資本効率を改善

1,444億円

2024年度１Q 2024年度通期予想

3,400億円程度

通期見通しの

42％の進捗

修正ROE資本効率
直近の実績から

一段高い利益水準へ
持続的に成長3,193億円 4,000億円

2023年度 2026年度

グループ修正利益

第１四半期時点での進捗

前年同期比+75％

企業価値向上への挑戦：資本コストを安定的に上回る資本効率の実現
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「資本循環経営」の進展による
企業価値の向上

資本効率の向上

資本コストの低減

余剰資本の有効活用

成長領域への戦略的投資

企業価値向上への挑戦：資本コストを安定的に上回る資本効率の実現

修正ROE

自己資本

＝

資本効率の向上グループ修正利益

圧縮
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資本循環経営を推進し、株主の皆さまに対する魅力的な株主還元を継続

安定的な現金配当、機動的・戦略的な自己株式取得

新中計期間

配当性向

30%

新中計期間

40%

113円86円

当初予想

配当金額

2024/3期

自己株式取得

2024年度 2026年度～

1,000億円を取得

前中計期間

2025/3期予想

122円（予想）

中間配当61円（予想）

将来的には50％水準までの

更なる引き上げを検討

2024年度

１株当たり年間配当の減配は
原則行わない

魅力的な株主還元
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株主の皆さまからの声が多かった、株主優待を新設

９月にベネフィット・ステーションを拡充

ベネフィット・ワンが企業の福利厚生サービスとして
提供している会員制生活総合サービス
「ベネフィット・ステーション」も利用可能に

QOLism ベネフィット・ステーション

QOLeadが健康保険組合等の会員のみに提供している
健康増進アプリ「QOLism」(キュオリズム) が利用可能に

保有株式数

100株以上 200株未満

200株以上

獲得ポイント数（年間）

最大 2,000円相当

最大 5,000円相当

お得で手軽な会員特典140万件以上

例：グルメやレジャー等の割引クーポンをGET！

株主優待の新設・拡充
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